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５　地下水と地盤沈下

（１）地下水の流動

本県では、北部の山間部などで降った雨が、扇状地の砂礫層を通して多量の地下水と

なり、長い年月をかけて平野中心部へと流動しているものと推察される。

（２）地下水水質

平成14年度の県内133地点での地下水調査では、９地点で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒

素が環境基準を超過した。なお、昭和60年度から平成14年度までの調査では、延べ110

地区においてトリクロロエチレン、テトラクロロエチレン等による地下水汚染が確認さ

れているが、そのうち41地区の汚染が終息し、現在、69地区の監視を続けている。

（３）地盤沈下

本県では、昭和50年に国が精密水準測量を実施した結果、昭和42年９月から50年１月

までの７年４か月間で、野木町及び小山市の一部の水準点が最大で約14㎝沈下している

ことが初めて認められた。

県南地域の平野部は、沖積層や洪積層＊1が厚く、特に被圧帯水層＊2に存在する地下水

（いわゆる深層地下水）を過剰に揚水するとこれらの地盤が収縮し、特に渇水であった

年（平成２年、４年、６年、８年）には、沈下量及び沈下面積ともに大きくなる傾向が

みられる。平成９年からは、年間２㎝以上沈下した地域はみられないものの、依然とし

て沈下は続いている。

表２－２　地盤沈下した地域の面積の推移 
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資料：「平成15年度　環境の状況及び施策に関する報告書」（栃木県）
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＊1 約180万～１万年前に生成された地層を洪積層（こうせきそう）、約１万年前から現在に形成された地層を沖積層（ちゅう
せきそう）と呼んでいる。一般に古い時代に形成された地盤ほど堅固である。

＊2 帯水層とは、水で満たされた透水層のことで、その構造により、被圧帯水層と不圧帯水層に分類できる。被圧帯水層は、

帯水層の上部下部とも不透水層に覆われ、地下水は圧力を持っている。被圧帯水層に存在する地下水を被圧地下水といい、

被圧地下水は厚い粘土層の下の帯水層に存在するため、地下水のかん養が行われにくい。
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６　水辺

（１）水辺の生き物

河川や水路等の水辺では、これまで人為的な改変が行われてきたことなどから、本来

水辺環境が自然の遷移の中で育んできた生物の生育・生息の場が徐々に失われてきた。

このため、メダカやタガメなどの身近な水辺の生き物の減少や生物相の単純化、水辺を

採餌場所や繁殖地として利用する鳥類等の減少等をもたらしたと考えられる。さらに、

近年では、無秩序な外来種の放流により、バス類やブルーギル等が増加し、地域固有の

生物相や生態系への影響が懸念されている。

図２－15　県南地域代表市町村の最大累積沈下水準点の経年変化 
（測量基準日：各年１月１日） 

昭和52

佐野市船津川町 足利市県町 

（注）昭和52年１月１日を０cmとした累積沈下量である。 
資料：「平成15年度　環境の状況及び施策に関する報告書」（栃木県） 
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①　魚類

河川水辺の国勢調査（平成11年国土交通省）では、那珂川は29種、鬼怒川は34種、渡

良瀬川は26種の魚類が確認されている。希少種では、ミヤコタナゴやホトケドジョウ等

が確認されている。
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資料：「とちぎの魚類」より作成

図２－16 主な魚類の分布
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②　両生類・は虫類

栃木県自然環境基礎調査（平成13年栃木県）では、両生類は18種、は虫類は15種が報

告されている。

トウキョウサンショウウオは県南部で多く確認され、トウホクサンショウウオ、クロ

サンショウウオ及びハコネサンショウウオは県西部から北部の山岳地帯に多く確認され

ている。

モリアオガエルやカジカガエルは、河川上流域から中流域の山地に分布が見られる。

また、ツチガエルやイモリは全県的に分布しているが、近年、個体数の減少が指摘さ

れている。

③　鳥類

栃木県自然環境基礎調査（平成13年栃木県）では、昭和21年から平成12年までに県内

で記録された鳥類は、293種である。鬼怒川や那珂川などでは、繁殖期にはセキレイ類、

シギ・チドリ類、サギ類、カワセミなどが見られる。冬季にはホオジロ類やカワヒラ等

の重要な越冬環境となっている。平野部の湖沼では、多くの水鳥が越冬のため渡来する。

渡良瀬遊水地では、ヨシやオギといった高茎植物が広範囲にわたって繁茂し、沼や水

路、ヤナギ林など、多様な環境を有していることから、多くの鳥類が生息している。

④　植物類

栃木県自然環境基礎調査（平成14年栃木県）では、本県には約３千種の植物があるが、

昭和43年発行の栃木県植物目録と比較すると、減少が著しく絶滅が危惧される種は、草

原性の種及び池沼・湿原に生育する種に多い。水草ではクロモが著しく減少し、サンシ

ョウモ等の水田に生育する種の減少も見られる。これらは、除草剤の影響や湿田の減少

の影響と考えられる。一方、増加の顕著な種は、休耕田や河川敷に群生するセイダカア

ワダチソウや河川沿いに群落が見られるブタクサなどの帰化植物である。水草で増加の

著しいのはコカナダモで、湯ノ湖等では藻が異常繁殖する状況が見られる。




